[講演2] 失われた時のウェブを目指して <平成29年度 京都大学図書館機構講演会「デジタルアーカイブの新たな展開と可能性－IIIFの動向と活用例から考える－」> by 林, 晋
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• Google Books や、みんなで翻刻、のように、OCRやクラウドソーシングで翻刻を作成
し、それでサーチする。（一番現実的で、かつ、高速）
• 画像の類似性でサーチする（林のプロジェクトから例を二つ）：
• 京都学派アーカイブ 西田幾多郎資料
• SMART-GS による田辺元講義ノートの研究
• 画像のアノテーションと、そのリンクの方式
• たとえば、SMART-GSでも可能。既存。
12
真の「失われた時のウェブ」に必要なもの
その２
•田辺元史料についてのp.9で書いたように、日本語の資料が、例え
ばドイツ語、英語などでサーチできる必要がある。
• つまり、言語間のバリアを無くす必要がある。（言語グリッド？）
• この例に限らず、あらゆる情報と情報の間の障壁を下げること、
それが「失われた時のウェブ」を築くための最大のタスク。
• それには、当然、社会的要因が絡みつく。
• 閉鎖的隠蔽的傾向が強い、この国では、実現しがたいこと。
• しかし、すでに始まっている、閉鎖性、隠ぺい体質による日本の学術、社会、
行政の停滞を防ぐためにも、これは実現されなくてはならない。
13
真の「失われた時のウェブ」に必要なもの
その３
• 下がった障壁の上を通り抜けて、「無意識的記録」を探査する何らかの
サーチの手段。
• おそらくは、多種多少なサーチの手段。
• 検索すべきものが「無意識的記録」なので、それがどういうものか、予測
できない。
• したがって、たとえばダブリンコアのような、予め定義された構造的データ
ではありえない。
• それぞれの歴史研究のケースで、検索をしたいもの、その方法が決まる。
• 色々な基本的なもの、たとえばテキスト検索や画像検索を組み合わせる
ことにより、テーラーメイドされる検索。
14
最後に：ＩＩＩＦに要望したいこと
• その形を、予め決めておいたり、予想できない「無意識的記録」の検
索に対応できるようなオープンで柔軟なスタンダードの策定。
• つまり、人文学のプロの使用を強く意識した、スタンダードということ。
• 現在のＩＩＩＦは、ライブラリアンやアーキビストの視点で行われているように林
にはみえる。
• もし、「プロの研究を意識した無意識的記録の検索」の可能性を考慮
して、スタンダードの策定・改訂をしてもらえれば、世界の歴史家、人
文学者は、ＩＩＩＦを支持することだろう。
15
